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Studies on the Oxidizing Catalyst of Carbon Monoxide 
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Various kinds of silver compound and manganese dioxide were used as oxidizing catalyst 




































燃 運転条件 CO (%) HC (ppm) I NOx (p阿 |叫 (ppm)
ガソリン アイドリング 4.0~15.0 300~2000 50~1000 
加速 (0~40kmfh) 0.7~ 5.0 300~ 600 1000~4000 
定速 (40kmfh) 0.5~ 4.0 200~ 400 1000~ 300 
減速 (40kmfh~0) 1.5~ 4.5 1000~3000 5~ 50 
L P G アイドリング 2.0 ~ 5.0 150~1000 40 
加 速 0.7 ~ 2.5 190~ 350 1200~2000 
定 速 0.4 ~ 1.0 120~ 200 4500 
減 速 1.5 ~ 4.0 2000-4000 60 
ジ ゼル| アイドリング 。 300~ 500 50~ 70 
力日 速 。~ 0.1 200 800~1000 
定 速 。 90~ 150 200~1000 
減 速 。 300~ 400 30~ 50 






















1800C~4000C I CuO， Pb，O.， Fe20" SnO" NiO (緑色高温でシンター
Ni"十を含まない).ZnO， CeO" BaO" Ti02， ThO" V205 
| 主としてn型半導体 | 
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LVニ LinerVe10city (線速度)SV LV二一互7一
A ニ触媒断面積 cm2
反応管の断面積 4.9cm2 





























































(1 : 2) 
Ag2Cr207 38.4 18.4 28.4 5.2 8.9 11.9 
92.8 91.4 89.2 89.4 87.4 32.6 14.8 Ag2CrO， 
33.6 50.9 65.2 80.2 90.2 100 100 AぁO 。1.3 6.6 4.4 。16.0 2.4 Ag20， 
17.5 2.8 9.5 0.5 。。2.7 Ag，SO， 
4.6 2.7 5.9 19.3 22.5 7.2 11.6 AgCl 
5.5 12.0 12.9 5.0 8.9 8.3 0.3 Ag3PO， 
1.9 3.2 7.1 16.5 16.1 10.5 79.0 Ag，C03 





S V 1960 














Ag~!nO.. カオリン (1 : 2) 
Ag，!nO.-ZnO カオリン(1: 2: 2) 
Ag己CrZ07 カヰリン(1‘ 2) 
AgzCru.t'カオリン (1; 2) 
Ag，O・カ寸リン (1 : 2) 
Ag，O，・ヵオリン (1 ; 2) 
AgCI・ヵ jリン (! ; 2) 
Ag，Su， ' jJオリン (1; 2) 
AgaP04・カオリン (1: 2) 
-){---l- AgzCua・カヰリン (l; 2) 
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表4 触媒:カオリン=1:2 反応温度2000C(KMnO.のみ 2400C) SV=1960 LV=400 
~ 
反応時間 CO変成率(勿)
触 媒 0.25 0.5 1 2 3 4 5 、~
K島1nO. 96.1 94.7 95.2 95.5 96.1 95.9 95.1 
KMnO.を 300
。C焼， KOHで洗 99.7 99.5 99.6 
浄
市-MnO. 96.8 97.6 97.0 96.6 96.7 
表5 パインダーの割合による CO変成率
反応温度 2000C SV=1960 LV=400 
市-MnO，1ζ対 CO変成率(%)
するピッチの割
15m円30m円60m円90min合 (手話。 100 100 100 100 
5 97.5 97.5 98.1 97.1 
20 99.3 95.6 95.9 97.5 
30 98.5 96.2 96.2 96.5 
40 20.1 23.4 22.9 10.8 























βー島1nO， 5.3 0.2 5.3 。
Ii-MnO" 100 100 100 100 
C*ー島1n02 100 100 100 100 
市 Mn02 96.8 97.6 97.0 96.6 
.C-MnO.は炭酸マンガンの熱分解からつくったもの
現在二酸化マンガンについては a，β，"1， Ii， E， p， Ram-
(6) 
sdelliteの7種の結晶相が認められている.その代表的
なものが a，s， "1， Iiの4種である.
αMnO， 一般式 RMn.O，.で示される化合物から得ら
れる MnO，の結晶形である. Rは一般に
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表7 温度変化による CO変成率(必)
市 Mn02・100% C~Mn02: カオリンニ1 ・ .2 SV=1960 LVニ400
市 M陥川n












表 8 は市~Mn02 と C~Mn02 の 600 0C1時間熱処理
後の CO変成率の比較である. この表にみられるごと















15ぷ/0ふI 60分I 90 :5〆:iト
市 Mn02
960l964l959l950 C~MnO ， 6.9 I .5 I 9.6 I 9.8 
表9 カオリンl乙対する触媒の含有量による
CO変成率(%)
反応温度 2000C SV三 1960 LV=400 
15 分 3日分
33 














C~Mn02 :カオリン=1:2 反応温度 2000C SV二 1960 LV=400 
反応時間 (h) 1 ~ 16 17 18 19 
CO変成率(%) 100 ~ 99.3 99.2 99.3 99.2 99.2 
反応時間 (h) 21 22 23 24 
CO変成率(必) 99.1 99.1 99.1 98.8 98.6 




I 7~;|7;;| …| 0.3 5 10 
であるか計算してみる.
1500cc， 4行程 4気筒，1000rpmfminとすれば，














高くなる. カオリンに対する触媒量5%， SV=1960， 
LV=400‘反応温度2000Cの条件で，触媒 C-Mn021ζ 






示している (Ag20 量が10~彰であれば CO 変成率100%
を示す).しかし反応時間によって、活性の低下する割合は
変らない.
表12 カオリン十 596C-MnO (Ag20 10~与)の CO 変成率





表13 Ag20の含有量による CO変成率 (96)
カオリン+触媒 (C-Mn02，Ag20) 5 ~ち



































反応温度 2000C SV = 9800 LV=2000 
触 媒 量 CO変成率
(必) 90分
5 35.7 25.9 30.0 25.5 
10 62.4 49.2 45.0 34.8 
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